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マニュアルの表記 

 

 

システム名称について 

・ 本システムの正式名称は｢胸壁安定検討2007 for Windows Ver1.X.X｣といいますが、

本書内では便宜上｢胸壁安定検討｣と表記している場合があります。 

 

メニューコマンドについて 

・ 「胸壁安定検討」ではドロップダウンメニューの他、一部機能についてはスピード

ボタンが使用できますが、本書ではドロップダウンメニューのコマンド体系で解説

しています。その際、アクセスキー(ファイル（Ｆ）の（Ｆ）の部分)は省略してい

ます。 

・ メニュー名は [ ] で囲んで表記してあります。コマンドに階層がある場合は [ファ

イル]-[開く]のようにコマンド名を｢-｣で結んでいます。この例では、最初に[ファ

イル]を選択して、次は[開く]を選択する操作を示しています。 

 

画面について 

・ 画面図は、使用するディスプレイの解像度によっては本書の画面表示と大きさなど

が異なる場合があります。 

・ 「胸壁安定検討」は、画面の解像度が 800×600ドット以上で色数が256色以上を想

定しています。また、画面のフォントは小さいサイズを選択してください。大きい

フォントでは画面が正しく表示されない場合があります。 

 

その他 

・ マウス操作を基本として解説しています。マウスは、右利き用に設定してある物と

して解説しています。 

・ ハードディスクはドライブＣとして解説しています。ドライブとは｢C:\XXXX｣の｢C｣

の部分です。使用する機種によりドライブ名が異なる場合があります。 

・ 光学ドライブはドライブＸとして解説しています。使用する機種によりドライブ名

が異なる場合があります。 

・ ダイアログボックス内のボタンはＯＫ・キャンセルなどのように枠で囲みボタンの

表記は省略しています。 

・ ハードウェアプロテクタはプロテクタ、プロテクトドライバソフトウェアはドライ

バと略記している場合があります。 
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１．お使いになる前に 
 

１-１．はじめに 

 

この操作説明書では、｢胸壁安定検討2007｣のインストールから起動までのセットアップ

方法及びプログラムの基本操作、計算の考え方について記述してあります。 

 

１-２．その他 

 

「使用許諾契約書」は、本システムインストール先フォルダ内にある「使用許諾契約

書.PDF」を見ることにより、いつでも参照できます。 
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２．胸壁安定検討2007のセットアップ 
 

２-１．システムのインストール 

 

(1) Windowsを起動します。 

(2) 光学ドライブ装置に｢港湾設計業務シリーズ｣ディスクをセットして下さい。 

(3) 自動的にセットアップメニューが起動します。起動しない場合は、《ファイル名を

指定して実行》から｢Ｘ:AUTORUN.EXE｣を入力し、OKを押してください。 

（Ｘは、光学ドライブ装置のドライブ名） 

(4) セットアップメニューから｢胸壁安定検討2007｣を選択してください。インストール

画面が表示されますので画面の指示にしたがってセットアップを行ってください。 

(5) セットアップ終了後Windowsの再起動を促すメッセージが表示された場合はWindows

を再起動してください 

 

インストール作業は、管理者権限のあるユーザで行ってください。 
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２-２．ハードウェアプロテクタとドライバソフトウェアについて 

 

｢胸壁安定検討2007｣をご使用頂くためには、ハードウェアプロテクタ(以下プロテクタ)

の取り付けが必要です。 

プロテクタを利用するには、ドライバソフトウェア(以下ドライバ)のインストールが必

須となります。 

※プロテクタがUSBタイプの場合は、プロテクタの取り付け前にドライバをインストール

してください。 

 

プロテクタの取り付け方法、必要なドライバは、ご利用になる環境やプロテクタの種類

によって異なります。別添の｢ハードウェアプロテクタ取扱説明書｣をご覧になり必要に

応じて導入してください。 

 

 

 

 

36ピンの場合  USBの場合 
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２-３．ライセンス認証 

 

ライセンス認証を行わないと｢胸壁安定検討｣のすべての機能を使用することができませ

ん。以下の手順でライセンス認証を行って下さい。 

 

認証方法がスタンドアロン認証、ネットワーク認証の場合 

 

※ この操作は、プロテクタがスタンドアロンタイプの場合はハードウェアプロテクタ

を接続した状態、ネットワークタイプの場合はネットワークに接続した状態で行っ

てください。 

※ プロテクタがネットワークタイプの場合、事前にサーバー機にＡＥＣネットワーク

マネージャをインストールしてください。 

(1) ［スタート］-［すべてのプログラム］-［AEC ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ］-［胸壁安定］をクリッ

クし｢胸壁安定検討｣を起動します。 

(2) [ヘルプ]-[バージョン情報]をクリックします。 

 

(3) ライセンス認証を押します。 

 

(4) プロテクタに記載されたシリアルＮo（半角英数１２文字）を入力し、登録を押しま

す。入力に間違いがあればエラー表示されます。また、また、ハードウェアプロテ

クタと一致するように｢スタンドアロン｣、｢ネットワーク｣を選択してください。 

(5) ［バージョン情報］に戻りますのでOKで閉じます。ライセンス認証が完了し、使用

不可だったメニューが使用可能になります。 
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認証方法がインターネットの場合の場合 

 

※ 事前に弊社からお知らせしている製品のシリアルNoと、仮ユーザーID・仮パスワー

ド（変更済みであれば、変更後のユーザーID・パスワード）をご用意ください。 

 

(1) ［スタート］ボタンをクリックし、［プログラム］-［AEC ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ］-［胸壁安定］

をクリックし｢ケーソン浮遊時安定検討システム for Windows｣を起動します。イン

ストール直後に起動した場合、データ入力等のメニューは使用不可の状態です。 

 

(2) [ヘルプ]-[バージョン情報]をクリックします。 

 

(3)  ライセンス認証を押します。 

 

(4) お知らせしている製品のシリアルＮo（半角英数１２文字）を入力します。 

(5) 認証方法で「インターネット」を選択し、認証情報(利用者名、ユーザーID、パスワ

ード)を入力し、登録を押します。入力に間違いがあればエラー表示されます。 

利用者名：利用者を識別するための任意の名称です。Web管理画面に表示され、現在

使用中であることがわかります。 

ユーザーID：システムを動作させるためのユーザーIDを入力します。不明な場合は、

本システムを管理している御社管理者に確認してください。 

パスワード：システムを動作させるためのパスワードを入力します。不明な場合は、

本システムを管理している御社管理者に確認してください。 

(5) ［バージョン情報］に戻りますのでOKで閉じます。ライセンス認証が完了し、使用

不可だったメニューが使用可能になります。 
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２-４．システムのアンインストール 

 

(1) Windowsを起動します。 

(2) [スタート]-[設定]-[コントロールパネル]より[アプリケーションの追加と削除]を

起動してください。ご使用の環境によっては[プログラムの追加/削除]となっている

場合があります。 

(3) インストールされているプログラムの一覧から、｢胸壁安定検討2007｣を選択してく

ださい。 

(4) ｢胸壁安定検討2007｣の下に変更と削除を押してください。自動的にアンインストー

ル画面表示されます。 

(5) 画面の支持に従ってアンインストールを実行してください。 

(6) 主なプログラムファイルは自動的に削除されますが、一部のファイルが削除されず

に残っている場合があります。そのままでも問題ありませんが、完全に削除したい

場合には以下の手順で削除してください。 

 

※ 管理者権限のあるユーザでログインしエクスプローラで、[C:\ AEC ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ]の下

にある[胸壁安定]フォルダを削除してください。 
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３．検討処理を始める前に 
 

３-１．基本画面の説明 

 

システムを起動すると下のような画面が表示されます。各条件は、メニューより選択す

るか、対応するボタンを押すことでタブ画面が切り替わります。 

 

 
 

【メニュー構成】 

〔ファイル〕 データファイルの作成／保存、帳票印刷を行います。 

〔入力〕 検討に必要な各種データを入力します。 

〔安定計算〕 安定検討、および結果表示を行います。 

〔ヘルプ〕 システムのヘルプ・更新、バージョン情報を表示します。 
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３-２．装備している機能の一覧 

 
┌ファイル 
│ ├新規作成             新しくデータを用意します 
│ ├開く               既存のデータファイルを読み込みます 
│ ├上書き保存            元のデータファイルに上書き保存します 
│ ├名前を付けて保存         新しく名前を付けて保存します 
│ ├帳票印刷             計算結果を印刷します 
│ ├最近使ったファイル履歴       最近使ったデータを最大４件表示します 
│ └システムの終了                  プログラムを終了します 
├データ入力 
│ ├設計条件             基本条件を設定します 
│ ├検討ケース            検討ケース組合せを設定します 
│ ├壁体構成             壁体の寸法に関するデータを設定します 
│ ├水位               水位に関するデータを設定します 
│ ├外力諸元             外力に関するデータを設定します 
│ └支持力              支持力に関するデータを設定します 
├安定計算 
│ ├計算・帳票作成          計算・帳票作成、結果表示を行います 
│ └結果表示             結果表示を行います 
└ヘルプ 

 ├操作説明             操作説明書を表示します 
 ├商品概説             商品概説書を表示します 
 ├バージョン情報          バージョン番号/シリアル番号を表示します 
 ├更新履歴の確認          更新履歴を表示します 
 ├最新バージョンの確認       最新Verの確認を行います 
 └最新バージョンのチェック     起動時に最新Verを確認するか指定します 
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３-３．処理の流れ 

 

｢胸壁安定検討｣は、一般的には以下のようなフローで計算を行います。各工程での作業

は、次章以降に詳説してあります。また、データを修正する場合には任意の箇所に戻っ

てその箇所以降の作業をやり直しても構いません。 

このフローは一般的な作業の流れであって、必ずしもこの順番どおりでなければ計算で

きないとわけではありません。 

 
 [開  始] 
   │ 
   ├─────────┐ 
 [新規データ作成]  [以前のデータを修正] 
   ├─────────┘ 
＜基本条件の設定＞ [検討ケース設定] 
(設計条件)   │ 
(検討ケース)   │ 
   ├──────────────────┐ 
＜壁体条件の設定＞ [壁体形状設定]              │ 
(壁体形状)    │                  │ 
(寸法線)    │                  │ 
   │                  │ 
 [水位設定]                │ 
＜水位の設定＞   │                  │ 
(水位)   │                  │ 
   │                  │ 
   │                  │ 
＜外力の設定＞ [波圧][揚圧力][土圧][動水圧][他外力]       [修正] 
(波圧)   │                  │ 
(揚圧力)   │                  │ 
(土圧)    │                  │ 
(静水圧)   │                  │ 
(動水圧)   │                  │ 
(他外力)   │                  │ 
   │                  │ 
   │   許容支持力の検討を行う場合  │ 
＜支持力の設定＞   ├──────────┐       │ 
(支持力)   │       [支持力条件]     │ 

   ├──────────┘       │ 
   │                  │ 

＜安定計算、結果を確認＞ [安定計算]                │ 
(計算・帳票作成)   │        ＯＵＴ       │ 
(結果表示)   ├──────────────────┘ 
   │ＯＫ 
   │ 
＜帳票印刷＞   │ 
(帳票印刷)   │ 
   │ 
   │ 
＜終了処理＞   ├──────────┐ 
(データの保存) [データの上書き保存] [データの新規保存] 
   ├──────────┘ 
   │ 
 [終  了] 
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３-４．データの作成／保存 

 

 

【新規作成(N)】 新規データを作成します。ファイル名は｢無題｣となります。 

【開く(O)】 既存データを開きます。開くダイアログから対象ファイルを

選択し開くを押してください。 

【上書き保存(S)】 編集中のデータを保存します。 

【名前を付けて保存(A)】 編集中のデータを別名で保存します。名前を付けて保存ダイ

アログから、ファイル名を入力し保存を押してください。 

◆開くダイアログ 

 

◆名前を付けて保存ダイアログ 
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３-５．最新バージョンのチェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、「ヘルプ」-「最新バージョンの確認(U)」

から最新バージョンのチェックを行えます。 

 

 

 

リビジョンアップ／バージョンアップの有無を確認し、更新があれば、自動アップデー

トダイアログを表示します。更新するを押せば、セットアッププログラムのダウンロー

ド～実行／更新までが自動的に行われます。作業が正常終了すれば、更新されたシステ

ムが自動的に起動します。 

 

◆自動アップデートダイアログ(新しいバージョンが見つかった場合) 

 

◆自動アップデートダイアログ(同じバージョンが見つかった場合) 
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３-６．起動時に最新バージョンの自動チェックを行う 

 

インターネットに接続されている環境であれば、「ヘルプ」-「起動時に最新バージョン

をチェック(V)」にチェックを付けることでプログラム起動時に最新バージョンのチェッ

クを行うことができます。この変更は次回起動時から有効となります。 

 

プログラム起動時の最新バージョンのチェックで、更新が見つかった場合、自動アップデ

ートダイアログが表示されます。更新するを押せば、セットアッププログラムのダウンロ

ード～実行／更新までが自動的に行われます。作業が正常終了すれば、更新されたシス

テムが自動的に起動します。 

 

◆自動アップデートダイアログ(新しいバージョンが見つかった場合) 
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４．データの入力・修正 

４-１．設計条件 

業務名称、検討方法、安全率、部分係数、検討内容の設定等を設定します。 

１タブ（設計条件）構成となります。 

 

設計条件タブ 

 

 

[業務名称] 

業務名称を入力します。 

 

[検討方法] 

検討方法を安全率法、部分係数法から選択します。 

 

[安全率] 

滑動、転倒、支持力の安全率を設定します。 

 

[転倒を偏心量で照査]にチェックをすると、 

転倒を安全率でなく偏心量で照査します。 

その場合は転倒の安全率の代わりにB/6およびB/3を選択します。 

 

[部分係数] 

部分係数を設定します。 

検討方法が 

支持力γR以外は部分係数詳細を押すと表示される部分係数詳細ダイアログで 

設定します。 
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◆部分係数詳細ダイアログ 

 

 

[部分係数詳細ダイアログ] 

表内の各項目にについて、検討方向ごとに部分係数を入力します。 

海→、←陸で検討方向を切り替えます。 

 ボタンで以前の部分係数をインポートすることができます。 

 ボタンで現在の部分係数をエクスポートすることができます。 

他外力の部分係数で部分係数詳細－他外力ダイアログを表示します。 

設定を保存する場合はＯＫ、キャンセルする場合はキャンセルで閉じてください。 
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◆部分係数詳細－他外力ダイアログ 

 

 

[部分係数詳細－他外力ダイアログ] 

表内の各項目にについて、検討ケースごとに部分係数を入力します。 

→で検討ケースを切り替えます。 

現在の部分係数他の検討ケースに適用で表示している部分係数を他の検討ケースに

も適用します。 

設定を保存する場合はＯＫをキャンセルする場合はキャンセルで閉じてください。 

 

[滑動] 

・摩擦係数μ 

摩擦係数を設定します。 

 

・受働土圧の考慮(水平力) 

受働土圧の水平力(Pph)の取

り扱い方法を選択します。 

 

 

 

 

抵抗力として考慮 

   滑動  
                 

  
 

作用力から減じる 

   滑動  
             

      
 

 

[転倒] 

・受働土圧の考慮(水平力) 

受働土圧の水平力(Mpph)の取

り扱い方法を選択します。 

 

 

考慮しない 

転倒  
   

         
 

抵抗モーメントとして考慮 

転倒  
              

   
 

転倒モーメントから減じる 

転倒  
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[支持力] 

・検討する 

 

・受働土圧の考慮(水平力) 

 

受働土圧の水平力(Pph)の取

り扱い方法を選択します。 

 

 

 

 

・支持層の土層 

チェックをした場合支持層の検討を行います。 

 

考慮しない 

傾斜角        
     

     
  

 

作用力から減じる 

傾斜角        
         

     
  

 

支持層の土層を、砂質土／粘性土から選択します。 

 

 

[基礎材の許容支持力(kN/m2)] 

常時/地震時/異常時の許容支持力を設定します。 

 

[設計震度] 

設計震度を設定します。 

 

[底版反力] 

偏心量e<0の場合の反力を等分布とする場合にチェックします。 
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[単位体積重量] 

水、土層、支持力の単位体積重量を設定します。 

支持力の基礎材と土被り層については、許容支持力式中の()内と()外のγ2Dを分け

て入力します。 

詳細を押すと単位体積重量ダイアログが表示されます。 

設定を保存する場合はＯＫをキャンセルする場合はキャンセルで閉じてください。 

 

◆単位体積重量ダイアログ 

 

 

[丸めの方法] 

丸めの方法を五捨五入、四捨五入から選択します。 

 

[ビショップ用荷重出力] 

ビショップ法で用いる水平力H、上載荷重q、載荷幅2b’を出力するかしないかを設

定します。 

 

[ブロック詳細での延長の考慮] 

ブロック詳細ダイアログで延長を考慮するかしないかを設定します。 
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４-２．検討ケース 

安定検討を行う検討ケースを最大１０ケースまで設定します。 

名称列以外はマウスクリックで設定を切り替えます。 

 

１タブ（検討ケース）構成となります。 

 

検討ケース 
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各列について。 

 

No列   検討ケースNo(1～10)を表示します。 

検討列  検討の有無[○／-]を設定します。○の検討ケース行の検討を行います。 

名称列  検討ケースの名称を入力します 

検討 

方向列  検討方向を海→(海側が主働側)、←陸(陸側が主働側)から選択します 

常時列  検討ケースが常時の場合に[○]を設定します。 

地震時列 検討ケースが地震時の場合に[○]を設定します。 

異常時列 検討ケースが異常時の場合に[○]を設定します。 

自重列  自重の検討の有無[○／-]を設定します。 

浮力列  浮力の検討を有無[○／-]を設定します。 

慣性力列 慣性力の検討の有無[○／-]を設定します。(地震時のみ) 

土圧 

主働列  主働土圧の検討の有無[○／-]を設定します。 

土圧 

Ｖ考慮列 主働土圧の鉛直方向成分の考慮の有無[○／-]を設定します。 

受働列  受働土圧の検討の有無[○／-]を設定します。 

土圧 

Ｖ考慮列 受働土圧の鉛直方向成分の考慮の有無[○／-]を設定します。 

波力列  波力の検討の有無[○／-]を設定します。 

揚圧力列 揚圧力の検討の有無[○／-]を設定します。 

静水圧列 静水圧の検討の有無[○／-]を設定します。 

動水圧列 動水圧の検討の有無[○／-]を設定します。(地震時のみ) 

他外力①列 他外力①の検討の有無[○／-]を設定します。 

他外力②列 他外力②の検討の有無[○／-]を設定します。 

他外力③列 他外力③の検討の有無[○／-]を設定します。 

他外力④列 他外力④の検討の有無[○／-]を設定します。 

他外力⑤列 他外力⑤の検討の有無[○／-]を設定します。 

 

 ボタンで以前の検討ケースをインポートすることができます。 

 ボタンで現在の検討ケースをエクスポートすることができます。 

 ボタンで現在の検討ケースを既定値にすることができます。 
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４-３．壁体構成 

壁体ブロックについての操作を行います。 

２タブ（壁体形状、寸法線）構成となります。 

 

ピクチャー領域の操作 

 

[壁体構成]の壁体形状タブ、寸法線タブ、[外力諸元]の土圧タブでは画面の左に壁体情

報が表示される黒い領域が表示されます。本システムではこの領域をピクチャー領域と

呼びます。 

ピクチャー領域内のボタンをクリックすることにより拡大等が行えます。 

また、領域内でマウスホイールすることにより拡大・縮小を行うことができます。 

 

 

[<、>] 

検討列が[○]になっている検討ケースを切り替えます。 

[ ] 

１点拡大、範囲拡大を行います。 

 

拡大手順(１点拡大) 

 

左のピクチャー領域(黒い領域)の拡大したい点をクリックすることで範囲拡大

を行います。この操作は右クリックをするまで何度でも繰り返すことができま

す。 

 

拡大手順(範囲拡大) 

 

最初にクリックした点からドラッグした範囲を拡大表示します。この操作は右

クリックをするまで何度でも繰り返すことができます。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 
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[ ] 

１点縮小、範囲縮小を行います。 

 

縮小手順(１点縮小) 

 

左のピクチャー領域(黒い領域)の縮小したい点をクリックすることで範囲縮小

を行います。この操作は右クリックをするまで何度でも繰り返すことができま

す。 

 

縮小手順(範囲縮小) 

 

最初にクリックした点からドラッグした範囲を縮小表示します。この操作は右

クリックをするまで何度でも繰り返すことができます。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 

[ ] 

全表示を行います。 

[ ] 

グリッドの表示／非表示を切り替えます。 

[ ] 

水位の表示／非表示を切り替えます。 

[ ] 

天端高・設置高の表示／非表示を切り替えます。 

[業務名称] 

業務名称ダイアログを表示します。 

 

業務名称を入力します。 

 

設定を保存する場合はＯＫをキャンセルする場合はキャンセルで閉じてください。 
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壁体形状タブ 

 

壁体の登録、編集、移動、削除、No位置の変更等を設定します。 

 

[登録] 

ブロック詳細ダイアログを表示し、壁体ブロックを登録(最大５ブロック)します。 

設定を保存する場合はＯＫをキャンセルする場合はキャンセルで閉じてください。 

登録したブロックが左のピクチャー領域(上図黒い領域)に表示されます。 

 

◆ブロック詳細ダイアログ 
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[名称] 

ブロック名称を入力します。 

[ブロック種別] 

ブロック種別(胸壁本体(RC)／胸壁本体(NC)／土ブロック(Sand))を選択します。 

※部分係数法で検討を行う場合は自重の係数に対応します。 

[単位体積重量(kN/m3)] 

飽和、湿潤、水中の単位体積重量を設定します。 

鉄筋コンクリートボタンで飽和、湿潤、水中を(24.0,24.0,13.9)に 

無筋コンクリートボタンで飽和、湿潤、水中を(22.6,22.6,12.5)に 

土ブロックボタンで飽和、湿潤、水中を(20.0,18.0,10.0)に設定します。 

 

※重量計算において水上にブロックがある場合は 

  重量 湿潤重量 

  浮力 なし 

 水中にブロックがある場合は 

  重量 飽和重量を使用 

  浮力 (飽和重量-水中重量) 

 を使用します。 

[ブロック配置基準(m)] 

ブロック構成点座標の原点(0,0)となる座標を設定します。 

[延長(m)－重量計算用] 

ブロックの延長を入力します。重量・浮力算定時に使用します。 

[延長(m)－m換算用延長] 

単位長さの重量とする際に使用する延長を入力して下さい。 

[構成点座標グリッド] 

ブロック構成点座標を右回りの順に入力してください(最大50点)。 

ブロック配置基準を原点(0,0)とした場合の相対座標を入力してください。 

座標は絶対座標となります。 

[編集] 

既存のブロックを編集します。 

 

編集手順 

 

① 左のピクチャー領域(黒い領域)の編集したいブロックをクリックします。ブロッ

クが選択表示(黄色表示)になります。 

② 選択状態のブロックをクリックすると、ブロック詳細ダイアログが表示され、選

択ブロックが編集できます。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 

ブロック詳細ダイアログの操作方法は上記[登録]と同じです。 

設定を保存する場合はＯＫをキャンセルする場合はキャンセルで閉じてください。 
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[移動] 

既存のブロックを移動します。 

 

移動手順 

 

① 左のピクチャー領域(黒い領域)の移動したいブロックをクリックします。ブロッ

クが選択表示(黄色表示)になります。 

② 選択ブロックの移動基準点をクリックします。移動基準点に水色のマークが付き

ます。 

③ 移動したい点をクリックします。この時Ctrlキーを押しながらクリックすると画

面上のグリッド上に移動します。この操作は右クリックをするまで何度でも繰り

返すことができます。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 

[削除] 

既存のブロックを削除します。 

 

削除手順 

 

① 左のピクチャー領域(黒い領域)の削除したいクリックします。ブロックが選択表

示(黄色表示)され、削除確認メッセージボックスが表示されます。 

 

② ブロックを削除する場合はＯＫ、削除をキャンセルする場合はキャンセルで閉じ

てください。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 

[No位置] 

既存ブロックのブロックNo(A～E)の位置を移動します。 

 

No位置移動手順 

 

① 左のピクチャー領域(黒い領域)のNo位置を移動したいブロックをクリックしま

す。ブロックが選択表示(黄色表示)になります。 

② 選択ブロックのNo位置を移動したい点をクリックします。No位置が移動します。

この操作は右クリックをするまで何度でも繰り返すことができます。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 

[再計算] 

検討点表示位置の再計算をします 
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寸法線タブ 

壁体ブロックの上部／下部／海側／陸側に寸法線を作成するための寸法点(寸法位

置)の登録／解除を行います。 

 

ここで設定した寸法データは帳票の自重／浮力の算定箇所に反映されます。 

 

 

[登録・解除] 

上部／下部／海側／陸側について寸法点の登録／解除を行います。 

 

操作手順 

 

① 上部／下部／海側／陸側から登録／解除したい項目を選択します。 

② 左のピクチャー領域(黒い領域)の壁体構成点の中から、寸法点を登録したい点を

クリックします。選択した点が新規の寸法点の場合、寸法点として登録されます。

既に寸法点として登録されている点を選択した場合、寸法点を解除します。この

操作は右クリックをするまで何度でも繰り返すことができます。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 
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４-４．水位 

海側水位、陸側水位、浮力水位海側、浮力水位陸側を検討ケース分設定します。 

※浮力水位は自重／浮力の算定に使用します。 

 

１タブ(水位)構成となります。 

 

水位タブ 

 

 

海側水位／陸側水位 

水位を直接入力します。 

 

浮力水位海側 

水位パターン(海側水位／陸側水位／海側水位＋1/2H／入力値)を選択します。

水位パターンに入力値を選択した場合は、水位を直接入力します。 

 

浮力水位陸側 

水位パターン(海側水位／陸側水位／入力値)を選択します。水位パターンに入

力値を選択した場合は、水位を直接入力します。 

 

設定した水位は、壁体構成画面で確認できます。 
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４-５．外力諸元 

波圧／土圧／動水圧／他外力に関する項目を設定します。 

４タブ(波圧、揚圧力、土圧、静水圧、動水圧、他外力)構成となります。 

 

波圧タブ 

波圧に関する項目を設定します。 

検討する波圧式によって、入力項目が異なります。 

左下にガイド図が表示されるので参考にしてください。 

 

 

[波圧式] 

波圧式を重複波、砕波、合田式、津波式A、津波式B、津波式Cから選択します。 

 

[設計波高(m)] 

設計波高を入力します。 

 

[作用範囲] 

波圧の作用範囲の上限高／下限高を自動および手動で設定します。 

上限高を自動にした場合、壁体の天端高となります。 

下限高を自動にした場合、壁体の設置高となります。 

 

[直立壁前面における水深h] 

直立壁前面における水深を入力します。 

 

▼重複波 

 [水深hにおける波長L] 

水深hにおける波長を入力します。直接入力するか、波長計算を押し波長の計算ダイ

アログから周期と水深を入力し計算から求めることができます。計算値を反映させ

る場合は、反映して閉じるで波長の計算ダイアログを閉じてください。 
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▼砕波 

[入射角β] 

入射角を入力します。 

 

▼合田式 

[水深hにおける波長L] 

水深hにおける波長を入力します。直接入力及び、波長計算から波長の計算ダイアロ

グを表示し計算することもできます。 

[直立壁底面の水深h’] 

直立壁底面の水深を入力します。 

[根固め工又はマウンド被覆工天端のいずれか小さい方の水深d] 

根固め工又はマウンド被覆工天端のいずれか小さい方の水深を入力します。 

[直立壁前面から沖側へ有義波高の5倍だけ離れた地点での水深hb] 

直立壁前面から沖側へ有義波高の5倍だけ離れた地点での水深を入力します。 

[直立壁法線の垂線と波の主方向から±15度の範囲で最も危険な方向となす角度β] 

直立壁法線の垂線と波の主方向から±15度の範囲で最も危険な方向となす角度を入

力します。 

[波圧の補正係数λ] 

波圧の補正係数λ1～λ2を入力します。 

[衝撃砕波を考慮する] 

チェックを付けると衝撃砕波を考慮します。 

[マウンド肩幅BM] 

マウンド肩幅を入力します。 

[水深-衝撃砕波h] 

衝撃砕波用の水深を入力します。 

[波長-衝撃砕波L] 

衝撃砕波用の波長を入力します。直接入力及び、波長計算から波長の計算ダイアロ

グを表示し計算することもできます。 

 

▼津波式A/津波式B 

[入射津波の静水面上の高さ(振幅) ai(m)] 

入射津波の静水面上の高さを入力します。 

 

▼津波式C 

[海側／陸側の静水圧補正係数] 

海側／陸側の静水圧補正係数を入力します。 
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揚圧力タブ 

揚圧力に関する項目を設定します。 

 

 

[算定方法] 

揚圧力の算定方法を設定します。 

Puを計算(波圧式に準拠)：波圧式に準拠したPuを揚圧力として採用します。 

波圧強度(下限高位置)を使用：波圧下限高の波圧強度を揚圧力として採用します。 

入力値：強度テキストボックスに入力した値を揚圧力として採用します。 

 

[強度] 

揚圧力強度を入力します。 

算定方法を入力値とした場合のみ有効です。 

 

[前趾点/後趾点] 

揚圧力の前趾点/格子点を設定します。検討点と連動を選択すると、前趾点を海側検

討点、後趾点を陸側検討点とします。入力値を選択すると、編集で任意に設定する

ことができます。 

※前趾点と後趾点のY座標が異なる場合は、低い方を採用します。 

 

[λ3] 

波圧タブ－波圧式が合田式の場合にλ3を設定します。 
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土圧タブ 

土圧に関する項目を設定します。 

 

 

[登録・解除] 

海側／陸側について土圧作用点の登録／解除を行います。 

 

操作手順 

 

① 海側／陸側から登録／解除したい項目を選択します。 

② 左のピクチャー領域(黒い領域)の壁体構成点及び、ガイド高と壁体との交点か

ら、土圧作用点を登録したい点をクリックします。選択した点が新規の土圧作用

点の場合、土圧作用点として登録されます。既に土圧作用点として登録されてい

る点を選択した場合、土圧作用点を解除します。この操作は右クリックをするま

で何度でも繰り返すことができます。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 
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[編集] 

海側／陸側について既に登録されている土圧作用点の編集を行います。 

 

操作手順 

 

① 海側／陸側から編集体したい項目を選択します。 

② 左のピクチャー領域(黒い領域)の登録済みの土圧作用点をクリックします。選択

した点が選択表示(黄色)になり、土圧作用点編集ダイアログが表示されます。 

③ 移動させたい座標値を打ち込みます。 

③ 編集結果を反映させる場合はＯＫ、キャンセルする場合はキャンセルで閉じてく

ださい。 

 

※上記手順は画面下のステータスバーに表示されますので参考にしてください。 

 

◆土圧作用点編集ダイアログ(画面中央部)※陸側２番を編集中 

 

 

[ガイド高(標高)] 

土圧作用点登録時に、壁体構成点以外の点を登録したい場合に、その点の標高を入

力します。 

反映ボタンで左のピクチャー領域(黒い領域)にガイド高が表示され、ガイド高と、

壁体の交点も土圧作用点として登録可能になります。 

 

[土圧詳細] 

海側／陸側についてβ、地表面傾斜角β、内部摩擦角Φ、壁面摩擦角δ、上載荷重

ωを表示します。 

 

詳細を押すと、土圧詳細ダイアログを表示します。 

設定を保存する場合はＯＫをキャンセルする場合はキャンセルを押してください。 
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◆土圧詳細ダイアログ 

 

[土圧式] 

土圧式をクーロン、試行くさびから選択します。 

[地表面傾斜角β] 

海側／陸側について地表面傾斜角を入力します。 

[土層] 

土層を単層、２層から選択します。土圧式が試行くさびでは２層は設定できません。 

[内部摩擦角] 

海側／陸側について内部摩擦角を土層分入力します。 

[土層境界標高(m)] 

土層が２層の場合の境界の標高を入力します。 

[上載荷重 ω(kN/m2)] 

海側／陸側の上載荷重を常時／地震時／異常時について入力します。 

 

[受働土圧検討時には上載荷重を考慮しない]チェックボックスにチェックを入れた

場合は、上載荷重が入力されていても受働土圧には上載荷重を考慮しません。 

[壁面摩擦角 δ(度)] 

海側／陸側の壁面摩擦角を常時／地震時／異常時について入力します。 

[壁面傾斜角α] 

土圧作用点の開始点、終了点が壁面傾斜角として表示されます。 

壁面傾斜角を変更する場合は、土圧作用点を適宜設定してください。 

※壁面傾斜角はくさびのみの項目です。 

[見かけの震度k’] 

見かけの震度を入力値か、荒井･横井の提案式を使用するか選択します。 

[単位体積重量] 

水、土層、支持力の単位体積重量を設定します。 

詳細は設計条件タブの単位体積重量を参照してください。 
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静水圧タブ 

静水圧に関する項目を設定します。 

下にガイド図が表示されるので参考にしてください。 

海側水位、陸側水位は入力－水位タブで設定します。 

 

[作用範囲] 

静水圧の作用範囲の上限高／下限高を自動および手動で設定します。 

上限高を自動にした場合、壁体の天端高となります。 

下限高を自動にした場合、検討方向の検討点高となります。 
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動水圧タブ 

動水圧に関する項目を設定します。 

左下にガイド図が表示されるので参考にしてください。 

 

 

[水深Hの地盤高] 

水深Hの地盤高(標高)を入力します。 

 

[作用範囲-下限高Y] 

作用範囲の下限高を自動および手動で設定します。 

自動にした場合は、壁体の設置高となります。 
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他外力タブ 

検討ケース毎に、他外力①～⑤を集中荷重で設定できます。 

編集する検討Noを → で選択後、右のグリッド領域で名称、作用力、作用位置を 

設定します。 

現在の他外力をすべての検討ケースで適用するで一括指定が可能です。 

 

 

[鉛直力V] 

鉛直に作用させる他外力について、名称、作用力、作用位置(X,Y)を入力します。 

作用力の符号は下向きが＋、上向きが-となります。 

 

[水平力H 【海→】] 

検討方向が【海→】の検討時に水平に作用させる他外力について、名称、作用力、

作用位置(X,Y)を入力します。 

作用力の符号は、海から陸方向が＋、逆方向が-となります。 

 

[水平力H 【←陸】] 

検討方向が【←陸】の検討時に水平に作用させる他外力について、名称、作用力、

作用位置(X,Y)を入力します。 

作用力の符号は、陸から海方向が＋、逆方向が-となります。 
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４-６．支持力 

支持力に関する項目を設定します。土層が砂質土か粘性土かで入力項目が異なります。 

１タブ(支持力)構成となります。 

支持力タブ 

 

[許容支持力式中のγ2D] 

許容支持力の式中の()内と()外のγ2Dの求め方を設定します。 

 

γ2D=γ2×D1+γ3×D2 

式中のD1(基礎材厚さ)とD2(土被り厚)の値を設定します。 

右にガイド図が表示されるので参考にしてください。 

 

[許容支持力の計算式に使う基準] 

許容支持力に使用する計算式を選択します。 

右にガイドが表示されるので参考にしてください。 

 

[支持層の天端高および反力計算に使用するD1]※砂質土のみ 

支持層の天端高および反力計算に使用するD1を()内のD1か()外のD1かを選択しま

す。 

※()内のD1＝()外のD1ならばどちらが選択されていても構いません。 

 

[支持層の内部摩擦角φ(度)]砂質土のみ 

Nγ、Nqを求める際に使用する支持層の内部摩擦角φを入力します。 

 

[支持力係数Nγ、Nq]砂質土のみ 

支持力係数Nγ、Nqを入力します。 

 

また補助機能としてNγ、Nqの参考値を表示できます。 

 

支持層の内部摩擦角φから漁港基準(グラフ読み込み)を選択した場合は、グラフ値

を、港湾基準(計算式から)を選択した場合は、計算値を参考値として表示します。 

Nγ、Nqとして採用する場合は、→ボタンを押してください。 



 

 

- 37 - 

[粘着力増加係数 k]※粘性土のみ 

粘着力増加係数 kを入力します。 

 

[土の粘着力 c]※粘性土のみ 

土の粘着力 cを入力します。 

 

[粘着力基準高(標高)(m)]※粘性土のみ 

粘着力基準高を標高(m)で入力します。 

 

[水位] 

支持力に使用する水位を自動および手動で設定します。 

 

自動の場合、各検討ケースの陸側水位が検討水位となります。 

手動の場合、支持力計算用水位ダイアログが表示されます。各検討ケースについて、 

水位パターン(海側水位／陸側水位／海側水位＋波高/H／入力値)を選択します。 

水位パターンに入力値を選択した場合は、水位を直接入力します。 

 

水位を保存する場合は、ＯＫ、キャンセルする場合はキャンセルで閉じてください。 

 

◆支持力計算用水位ダイアログ 

 
 

[単位体積重量(kN/m3)] 

水、土層、支持力の単位体積重量を設定します。 

詳細は設計条件タブの単位体積重量を参照してください。 
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５．安定計算の実行 
 

５-１．安定計算 

外力計算、滑動／転倒／支持力の安定計算、および帳票を作成します。 

計算終了後、計算結果ダイアログを表示します。 

 

計算結果ダイアログは一覧タブと各Caseタブの２タブからなり、 

一覧タブでは全ケースの計算結果を１画面で確認できます。 

各Caseタブでは、各ケースの詳細な計算結果を確認できます。 

各Caseタブでは<、>を押すことで検討ケースを切り替えることができます。 

閉じるで結果表示ダイアログを閉じます。 

 

◆計算結果ダイアログ(一覧タブ) 
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◆計算結果ダイアログ(各Caseタブ) 

 
 

５-２．結果表示 

計算を省略して、計算結果ダイアログを表示します。 

 

※計算を行っていない場合は何も表示されません。 
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６．帳票印刷 
 

弊社帳票印刷プログラム「ＡＥＣ帳票印刷・編集ツール for Windows」（通称：Ｖｉｅ

ｗＡＥＣ）」をプログラム内部から起動し、各種計算により作成された計算結果ファイ

ルの印刷・確認を行います。印刷イメージを画面に表示し、印刷前に計算結果やレイア

ウトの確認などが行えます。ＶｉｅｗＡＥＣは、帳票の編集を行うことが可能となって

おりますが、個々のアプリケーションから起動した場合、編集不可モードとして起動し

ます。従って、帳票の編集を行いたい場合は、ＶｉｅｗＡＥＣを単独でインストールし

ていただく必要があります。詳しくは、ＶｉｅｗＡＥＣ の操作説明書を参照して下さい。 
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７．エラーメッセージ 
 

表示されるエラーメッセージと原因と対処法を示します。 

 

７-１．計算実行前エラー 

 

安定計算実行時、計算前のデータチェック段階で表示されるエラーです。 

原因：修正箇所が表示されますので該当箇所を修正してください。 

複数のエラーがある場合、まとめて表示されます。 

 

▼ブロック未登録 

 

原因 ブロックが未登録なため。 

対処法 【壁体構成】-【壁体形状】からブロックを登録してください。 

 

▼底面が水平でない 

 

原因 
底面が水平ではありません。 

※本システムでは底面は水平である必要があります。 

対処法 【壁体構成】-【壁体形状】から壁体形状を編集してください。 

 

▼波長Lが不正 

 

原因 波圧検討時、波圧式が重複波か合田式の場合は、波長Lの入力が必須です。 

対処法 【外力諸元】-【波圧】から有効な波長値(>0)を入力してください。 

 



 

 

- 42 - 

▼波長L(衝撃砕波用)が不正 

 

原因 
波圧検討時、波圧式が合田式かつ、衝撃砕波を考慮する場合は、衝撃砕波 

詳細の波長Lの入力が必須です。 

対処法 【外力諸元】-【波圧】から有効な波長値(>0)を入力してください。 

 

▼波圧検討ケースの海側水位が異なる 

 

原因 
本システムでは波圧の検討水位は１ケースという制限があるため、 

波圧の検討を複数ケースで行う場合は、海側水位を統一してください。 

対処法 【水位】から海側水位を変更してください。 

 

▼浮力水位が範囲外 

 

原因 

本システムでは、浮力水位は設置高～天端高の範囲という制限があるた 

め、自重、および浮力の検討を行う場合は、浮力水位を上記範囲内に設 

定してください。 

※ただし、浮力水位海側、陸側両方が設置高以下、または両方が天端高以 

上の場合は問題ありません。 

対処法 【水位】から浮力水位を変更してください。 
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▼揚圧力条件が不正 

 

原因 

【揚圧力】－【算定方法】を入力値以外が選択されている場合、波圧の検 

討が必須になります。 

対象の検討ケースで波圧[-]を波圧[○]に変更するか、 

【揚圧力】－【算定方法】を入力値にしてください。 

対処法 【水位】から浮力水位を変更してください。 
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７-１．計算実行時エラーまたは確認メッセージ 

安定計算実行時、計算中に表示されるエラーおよび確認メッセージです。 

 

▼土圧係数計算中に√内で負の値が発生 

 

原因 

主働／受働土圧の土圧係数計算中に√内で負の値が発生したため、 

土圧係数が計算できません。 

 

対処法 

計算を続行する場合ははいを中断する場合はいいえを押します。 

はいの場合は土圧係数を0.0として計算を続行します。 

いいえの場合は計算を中断します。 

【外力諸元】-【土圧】-詳細から、土質条件を変更する等の 

対応をしてください。 

 

※この表示は検討ケース毎に表示されるため、１度の計算で複数回表示さ

れる場合があります。 

 

▼土圧係数計算中に0割が発生 

 

原因 
受働土圧の土圧係数計算中に0割が発生したため土圧係数が計算できませ 

ん。 

対処法 
【外力諸元】-【土圧】-詳細から、土質条件を変更する等の 

対応をしてください。 
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▼計算中断の確認 

 

原因 
計算を開始し、ある程度(15秒程度)時間が経過しても 

計算が終了していない。 

対処法 

続行を押すと、再び待機状態になり計算終了を待ちます。 

中断を押すと、計算を中断します。 

データおよび、弊社のシステムの不具合や、 

Windowsが不安定になっている等の複数の原因が考えられます。 

問題が解決しない場合は、弊社サポートまでお問い合わせください。 
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８．入力手順例 
 

｢胸壁安定検討｣の安定検討までの入力手順を説明します。 

 

※手順を最後まで進めるとサンプルデータ「Sample00.kyo」を読み込んだ状態と同じ 

になります。 

※｢胸壁安定検討｣のインストール、ユーザ登録は済んでいるものとします。 

 

◆入力する胸壁概要図 

 

  

+3.0m 

+3.5m 

mm 

±0.0m 

mm 

+4.91m 

±0.0m 

mm 

+6.0m 

mm 

+3.0m 

mm 

φ 30° 

γ 18.0 kN/㎥ 

γ’ 10.0 kN/㎥ 

設計波高: 1.278m 

波長:17.922m  

 

設計震度：kh=0.12 
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８-１．設計条件 

 

設計条件タブの上図の青字の囲み部分を入力します。 

 

業務名称[入力手順用サンプル] 

設計震度[0.12] 

８-２．検討ケース 

 

検討ケース組合せを青字の囲みのように設定します 

([○]と[-]はクリックで切り替わります) 
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８-３．壁体の登録 

壁体形状を入力します。壁体形状タブの登録を押してください。 

ブロック詳細ダイアログが表示されます。 

 

名称[H=3.0m] 

単位体積重量[無筋コンクリートを押してください] 

ブロック配置基準[X=0.000,Y=3.000] 

X,Y[上記の４点を入力してください] 

 

OKを押しブロック詳細ダイアログを閉じます。 

 

ピクチャー領域(黒い領域)に登録した壁体が表示されました。  
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８-４．寸法線の登録 

帳票の自重／浮力の算定箇所に表示される寸法線用の寸法点を登録します。 

 

上部登録･解除を押してピクチャー領域(黒い領域)の①、②、③を順番にクリックします。 

下部登録･解除を押してピクチャー領域(黒い領域)の④、③を順番にクリックします。 

陸側登録･解除を押してピクチャー領域(黒い領域)の②、③を順番にクリックします。 

 

 

 

登録した寸法点がピクチャー領域(黒い領域)に表示されます。 

  

1 2 

3 4 



 

 

- 50 - 

８-５．水位の設定 

検討ケースの水位を設定します。 

 

検討No1の水位に海側[4.910]、陸側[3.000]を入力してください。 

検討No2の水位に海側[3.700]、陸側[3.000]を入力してください。 

検討No1の水位パターンを[海側+1/2Hを使用] を選択します。 
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８-６．外力の設定 

波圧の設定 

 

波圧式を[合田式]に変更します。 

設計波高に[1.278]を入力します。 

直立壁前面における水深に[4.910]を入力します。 

水深hにおける波長に[17.922]を入力します。 

直立壁底面の水深に[4.910]を入力します。 

根固め工又はマウンド被覆工天端のいずれか小さい方の水深に[4.910]を入力します。 

直立壁前面から沖側へ有義波高の5倍だけ離れた地点での水深に[4.910]を入力します。 
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土圧の設定 

陸側に0.5m(3.0m～3.5m)の土圧が作用する設定を行います。 

 

ガイド高に[3.500]を入力し反映を押します。 

ピクチャー領域(黒い領域)の標高3.5mラインにガイド高線が表示されます。 

陸側の登録･解除を押し、陸側壁面とガイド高線が交差する点と、陸側壁面下端を順番に

クリックします。 

陸側土圧作用点１，２が登録されピクチャー領域(黒い領域)に表示されます。 

詳細を押し土圧詳細ダイアログを表示します。 

 

内部摩擦角の陸側、海側にそれぞれ[30.0]を入力します。 

OKを押し土圧詳細ダイアログを閉じます。 
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８-７．安定計算の実行 

[安定計算]-[計算帳票・印刷]をクリックします。 

安定計算が実行され、結果表示一覧が表示されます。 

  

全ケースの判定がOKとなったことが確認できました。 

 

また、各Caseタブを押すことにより検討ケースごとの結果詳細を確認することもできま

す。 
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以下に各Caseの結果を表示します。Caseは<、>を押すことにより切り替わります。 

 

検討No1の各Case結果。 

 

 

検討No2の各Case結果。 
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